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1. ベースラインの吸収量 

ベースラインの吸収量は、雑海藻駆除区域に隣接して設けた対照区の調査結果より、海藻種別

の現存量を用いた。対照区で見られた海藻種はミツイシコンブのほか、ウガノモク、スガモ、紅

藻類ではハケサキノコギリヒバやダルス、クシベニヒバ等である。対照区では平均して以下の海

藻現存量が得られた。なお、紅藻類は吸収係数に関する文献値が種別に細分化できないため、紅

藻類として一つにまとめた。 

 

ミツイシコンブ： 2.8 kg/m2 

ウガノモク  ： 2.3 kg/m2 

紅藻類    ： 0.5 kg/m2 

スガモ    ： 4.6 kg/m2 

 

その他の吸収係数に関する各海藻種のパラメーターは文献値を採用した。海藻種毎の各パラメ

ーターと吸収係数を次表に整理する。 

 

表 1 ベースラインの吸収係数 

種目 
海藻現

存量 

P/Bmax

比 

生態系 

変換係数 

残存率① 

残存率② 

乾燥重

量比 

炭素含

有率 

CO2 

分子量比 

CO2 吸収 

係数 

ミツイシ

コンブ 
2.8 2.7 

1.5 

0.0472 

0.0285 
0.17 0.29 

44/12 

1.55 

ウガノモ

ク 
2.3 1.3 

0.0472 

0.0499 
0.17 0.30 0.81 

紅藻 0.5 1.05 
0.0472 

0.0484 
0.20 0.34 0.19 

スガモ 4.6 2.1 
0.0472 

0.0181 
0.15 0.33 1.72 

合計 4.27 

※残存率①は JBE手引き値“海藻藻場”0.0472を使用 

 残存率②は同、コンブは”コンブ藻場”、ウガノモクは“ガラモ場”、紅藻類は“テングサ場”を

使用。スガモは近縁種の“アマモ場”を使用。 

 

種毎の吸収係数を合計してベースラインの吸収係数とし、藻場面積を乗ずることでベースライ

ンの吸収量を求めた。 

 

ベースラインの吸収量＝ベースラインの吸収係数×藻場面積 

          ＝ 4.27 (t CO2/ha) × 4.693 (ha) 

          ＝ 20.04 (t CO2) 
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2. 各海藻のパラメーター 

2.1. ミツイシコンブ 

北海道および東北地方より、コンブ属に関する資料を広く収集した。 

 

表 2 コンブに関する既往知見 

種類 海域 P/Bmax比 備考

ミツイシコンブ 北海道浦河郡井寒台 3.5 1.Fuji and Kawamura(1970)

マコンブ 宮城県女川湾 1.5 2.中脇ら2001

マコンブ 三陸沿岸 3.5 3.村岡2003

オニコンブ 北海道羅臼 2.3 4.名畑・酒井1996

ホソメコンブ 北海道小樽市忍路湾 2.6 5.水産土木建設技術センターほか2004

ホソメコンブ 北海道小樽市忍路湾 3.1 5.水産土木建設技術センターほか2004

ホソメコンブ 北海道小樽市忍路湾 2.1 5.水産土木建設技術センターほか2004

平均 2.7±0.7

種類 海域 乾燥重量比 備考

チヂミコンブ 北海道稚内市宗谷岬東岸 0.32 6.稚内水産試験場ほか2004

マコンブ 青森県三厩村増川 0.17 7.植木ら1975

マコンブ 青森県三厩村増川 0.19 7.植木ら1975

マコンブ 青森県三厩村増川 0.20 7.植木ら1975

マコンブ 青森県八戸市深久保 0.13 7.植木ら1975

マコンブ 青森県八戸市深久保 0.13 7.植木ら1975

マコンブ 青森県八戸市深久保 0.17 7.植木ら1975

マコンブ 青森県八戸市深久保 0.14 7.植木ら1975

マコンブ 青森県八戸市深久保 0.15 7.植木ら1975

マコンブ 青森県八戸市深久保 0.21 7.植木ら1975

リシリコンブ 北海道利尻町沓形 0.18 8.環境省生物多様センター2008

オニコンブ 北海道羅臼町知床岬先端 0.15 8.環境省生物多様センター2008

オニコンブ 北海道厚岸町大黒島 0.12 8.環境省生物多様センター2008

ミツイシコンブ 北海道浦河町 0.18 9.北海道水産林務部2005

ミツイシコンブ 北海道浦河町 0.19 9.北海道水産林務部2005

ホソメコンブ 北海道小樽市忍野 0.15 10.松山1985

平均 0.17±0.05 g dry/g wet

種類 海域 炭素含有率 備考

マコンブ 南茅部 0.30 11.Mizuta et al.(1998)

マコンブ 三陸沿岸 0.30 3.村岡2003

マコンブ 宮城県松島湾 0.24 12.谷口2003

ミツイシコンブ 宮城県松島湾 0.30 12.谷口2003

ホソメコンブ 北海道小樽市忍路湾 0.29 5.水産土木建設技術センターほか2004

ホソメコンブ 北海道小樽市忍路湾 0.28 5.水産土木建設技術センターほか2004

ホソメコンブ 北海道小樽市忍路湾 0.28 5.水産土木建設技術センターほか2004

ホソメコンブ 宮城県松島湾 0.29 12.谷口2003

平均 0.29±0.02 g C/g dry  
  



3 

2.2. ウガノモク 

ホンダワラ類に関する資料を広く収集した。 

 

表 3 ホンダワラ類に関する既往知見 

種類 海域 P/Bmax比 備考

フシスジモク 北海道泊村 1.1 13.津田・赤池，2001

フシスジモク 北海道小樽市忍路湾 1.1 5.水産土木建設技術センターほか2004

フシスジモク 京都府網野 1.3 14.八谷ら，2007

エゾノネジモク 宮城県牡鹿半島 1.1 15.Agatsuma et al.，2002

エゾノネジモク 宮城県牡鹿半島 1.1 16.水産庁，2021

アカモク 宮城県松島湾 1.1 17.谷口・山田，1988

ミヤベモク 北海道小樽市忍路湾 1.0 5.水産土木建設技術センターほか2004

スギモク 秋田県男鹿半島 1.0 18.中林・谷口，2002

ノコギリモク 石川県飯田湾 1.2 19.谷口・山田，1978

ノコギリモク 京都府養老 1.7 14.八谷ら，2007

ノコギリモク 山口県深川湾 1.4 20.Murase et al.，2000

ヤツマタモク 石川県飯田湾 1.4 19.谷口・山田，1978

ヤツマタモク 京都府養老 1.5 14.八谷ら，2007

ヨレモク 京都府舞鶴 1.9 14.八谷ら，2007

ヨレモク 京都府養老 1.3 14.八谷ら，2007

ヨレモク 京都府網野 1.4 14.八谷ら，2007

ジョロモク 京都府養老 1.5 14.八谷ら，2007

ジョロモク 京都府網野 1.0 14.八谷ら，2007

アキヨレモク 京都府舞鶴 1.3 14.八谷ら，2007

マメタワラ 京都府養老 1.5 14.八谷ら，2007

キレバモク 長崎県見崎 1.0 21.村瀬ら，2017

平均 1.3±0.2

種類 生殖器床の有無 乾燥重量比 備考

アカモク 有り 0.139 22.池原・佐野1986

アカモク 無し 0.106 22.池原・佐野1986

アカモク 不明 0.17 23.秋元ら2017

ヤツマタモク 有り 0.189 22.池原・佐野1986

ヤツマタモク 無し 0.129 22.池原・佐野1986

フシスジモク 無し 0.132 22.池原・佐野1986

フシスジモク 有り 0.222 22.池原・佐野1986

フシイトモク 無し 0.145 22.池原・佐野1986

フシイトモク 有り 0.235 22.池原・佐野1986

エゾノネジモク 不明 0.2 15.Agatsuma et al.，2002

ノコギリモク 不明 0.18 23.秋元ら2017

シダモク 不明 0.15 23.秋元ら2017

平均 0.17±0.04

種類 海域 炭素含有率 備考

フシスジモク 北海道小樽市忍路湾 0.34 5.水産土木建設技術センターほか2004

ミヤベモク 北海道小樽市忍路湾 0.31 5.水産土木建設技術センターほか2004

アカモク 福岡県北九州空港周辺 0.26 23.秋元ら2017

ノコギリモク 福岡県北九州空港周辺 0.32 23.秋元ら2017

シダモク 福岡県北九州空港周辺 0.27 23.秋元ら2017

平均 0.30±0.03  
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2.3. 紅藻類 

現地で多く見られたハケサキノコギリヒバ等に限定した既往知見は乏しいため、紅藻類に関す

る資料を広く収集した。ただし、石灰質の多いサンゴモ目は、文献平均値から除外した。 

 

表 4 紅藻類に関する既往知見 

種 P/Bmax比 備考

マクサ 1.1 3.村岡2003

タンバノリ 1 3.村岡2003

平均 1.05±0.05

種 乾燥重量比 備考

マクサ 0.28 23.秋元ら2017

サンゴモ目ウスカワカニノテ 0.61 23.秋元ら2017

マクサ 0.278 24.内村ら2003

マクサ 0.3109 25.藤井ら1986

フダラク 0.1605 25.藤井ら1986

カバノリ 0.1279 25.藤井ら1986

スギノリ目カイノリ 0.2062 25.藤井ら1986

コブソゾ 0.0924 25.藤井ら1986

イギス目ハケサキノコギリヒバ 0.176 26.環境省(2017)p246より算定

平均（ウスカワカニノテ除く） 0.20±0.07 g dry/gwet

種 炭素含有率 備考

マクサ 0.38 23.秋元ら2017

サンゴモ目ウスカワカニノテ 0.16 23.秋元ら2017

マクサ 4月0.361 27.吉田ら2001

7月0.401

1月0.369

カバノリ 0.31 27.吉田ら2001

オキツノリ 0.30 27.吉田ら2001

フダラク 0.30 27.吉田ら2001

フシツナギ 0.25 27.吉田ら2001

ベニスナゴ 0.31 27.吉田ら2001

サンゴモ目カニノテ 0.15 27.吉田ら2001

サンゴモ目ピリヒバ 0.15 27.吉田ら2001

マクサ 0.39 3.村岡2003

タンバノリ 0.33 3.村岡2003

平均（サンゴモ目除く） 0.34±0.04 g C/g dry  
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2.4. スガモ 

スガモに特定した既往知見は少なく、近縁のアマモに関する資料を多く参照した。ただし、地

下茎と種子に関する資料は除いた。 

 

表 5 アマモに関する既往知見 

種 P/Bmax比 備考

アマモ（御殿場） 1.7 28.国分・山田 2015

アマモ（松名瀬） 1.5 28.国分・山田 2015

アマモ場 1.26 29.桑江ら2019

スガモ 4.0 3.村岡2003

平均 2.1±1.1

種 乾燥重量比 備考

アマモ（地上部） 平均12.0±2.2%
(9.0～14.1%)

30.寺脇ら,2002

アマモ（地下部） 平均15.6±4.4%
(12.4～21.8%)

30.寺脇ら,2002

ベニアマモ 0.144 8.環境省(2008)p231より算定

リュウキュウアマモ 0.173 8.環境省(2008)p231より算定

リュウキュウスガモ 0.164 8.環境省(2008)p231より算定

平均 0.15±0.02 g dry/g wet

種 炭素含有率 備考

アマモ（地上部） 平均32.5±2.2%
(31.3～33.5%)

30.寺脇ら,2002

アマモ（地下部） 平均32.0±2.1%
(30.3～34.9%)

30.寺脇ら,2002

アマモ（栄養株） 33.0% 28.国分・山田 2015

アマモ（生殖株） 32.7% 28.国分・山田 2015

アマモ（地下茎） 51.3% 28.国分・山田 2015

アマモ（種子） 41.2% 28.国分・山田 2015

スガモ 34.5% 3.村岡 2003

平均(アマモ地下茎・種子除く) 0.33±0.01 gC/g dry  
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